心理職公務員　受講生向け　参考図書
2009年5月5日（火）　　あおくま
　以下に挙げる図書は、各試験種の仕事内容等の情報を入手・整理するために読んだ本である。公務員試験を受験するに当たり、何か本を読んでおいた方が良いかも、と思っている方の一助となれば幸いである。コメントは個人的な感想であるので、人によっては違う感想を持たれるかもしれませんが、ご容赦下さい。尚、編著の前についている記号は、個人的な推薦度（◎＞○＞△＞▲）です。
○三木善彦　瀧上凱令　橘英彌　南徹弘　編著　　『心理の仕事』　　朱鷺書房　　1994
関連度　　国家Ⅰ種：○　家裁調査官：○　地方上級・政令指定都市：○
障害者職業カウンセラー：○　その他：◎

　心理学を活かした仕事が網羅されている。現場の人びとに仕事の内容を数ページずつ紹介してもらう内容となっている。心理職公務員だけでなく、産業カウンセラーなど民間の職種も紹介されている。厚生労働省の心理職や、障害者職業カウンセラーなどは紹介されている図書が少ないため、貴重な情報源となるかもしれないが、心理技官や家裁調査官、心理判定員の仕事内容はこれだけではよくイメージできないかもしれない。出版された年が古いのも少し気になる。心理職公務員以外にも幅広く知りたい人や、とりあえず心理職公務員の仕事内容を軽く知りたい人向け。
▲松本すみ子　著　　『「心理系の仕事」を見つける本』　　中経出版　　2003

関連度　　地方上級・政令指定都市：△　その他：○

　心理学を学ぶとどういう仕事に就けるかが淡々と紹介されているが、心理職公務員は殆ど紹介されていないため、あまりお勧めはできない。現場の仕事の紹介も少ないため、仕事内容のイメージをするのも難しい。俗に「カウンセラー」と名の付く仕事（産業カウンセラーやスクールカウンセラーなど）にも興味がある人は一読しても良いと思うが、時間のある人だけに限られる。
◎法学書院編集部　編　　『家裁調査官の仕事がわかる本　改訂版』　　法学書院　　2003

　関連度　　家裁調査官：◎

　家庭裁判所調査官を目指す人にとって、必携の一冊。仕事内容、求められている人材、現場の声、試験内容と対策など、知りたい情報が網羅されている。合格体験記も付いているので、（数年前の）受験生の生の声が聞けるのも嬉しい。面接前まで家裁に関する本を全く読んでおらず、仕事内容もあまり知らない人は（そのような人はいないとは思うが）、面接直前に一読する価値は十分にある。但し、この本だけでは現場で仕事をしている人がどのような思いで仕事をしており、どのようなことに苦心しているのかはイメージしづらい。他の著書も併せて読んだ方が良い。
◎法学書院編集部　編　　『法務教官の仕事がわかる本』　　法学書院　　2000
　関連度　　法務教官：◎

　先に挙げた著書の法務教官版。法務教官を目指す人にとって、必携の一冊。仕事内容、求められている人材、現場の声、試験内容と対策など、知りたい情報が網羅されている。一応合格体験記も付いている。家裁調査官のものと比べると、情報が若干少ないのが気にはなるが、法務教官に関連する図書はありそうでなかなかないので、貴重な情報源になるのは間違いない。もちろん面接直前に一読する価値は十分にある。但し、やはりこの本だけでは現場で仕事をしている人がどのような思いで仕事をしており、どのようなことに苦心しているのかはイメージしづらいので、もし見つかれば他の著書も併せて読んだ方が良い。
◎中村桂子　著　　『家裁調査官のこころの風景　人が一歩を踏み出すとき』
創元者　　2006
　関連度　　国家Ⅰ種：△　家裁調査官：◎　法務教官：△　地方上級・政令指定都市：▲
　家庭裁判所調査官を目指す人にお勧めの本。元家裁調査官の中村桂子さんが執筆された著書なので、臨場感があり、何に戸惑い、また何にやりがいを感じてきたかがよくわかる。家裁調査官を目指す人の多くは少年事件を扱いたい、もしくはそのイメージしかないという方が多いが、家事事件（離婚問題など）もしっかり取り上げられているので、家裁調査官の仕事の全体像が理解できると思う。物語のような形で話が進むので、読みやすく親しみやすい。法務技官や法務教官を目指している人も関連があるので、時間に余裕があれば、自分の興味のある章だけでも良いので読んでみて欲しい。
○家庭問題情報センター　編　　『家裁に来た人びと　調査官との出会いとその後の物語』
日本評論社　　2002
　関連度　　国家Ⅰ種：△　家裁調査官：◎　法務教官：△　地方上級・政令指定都市：▲
こちらも家庭裁判所調査官を目指す人にお勧めの本。家裁調査官の方々が執筆されているので、同様に臨場感がある。しかし、1話1話が短いので、調査官の心の動き（いわゆる喜怒哀楽）まで深く捉えるのは難しいかもしれない。また、全部で30話あるが、少年事件に偏っている感もある。もっとも、家事事件（離婚問題など）も取り上げられているので、家裁調査官の仕事の全体像は理解できる。こちらも物語のような形で話が進むので、読みやすく親しみやすい。サクサクと読み進めたい人には、こちらの方がお勧めかもしれない。
△藤岡淳子　著　　『非行少年の加害と被害　非行心理臨床の現場から』
誠信書房　　2001
　関連度　　国家Ⅰ種：◎　家裁調査官：○　法務教官：○　地方上級・政令指定都市：▲
　一応法務省心理技官からの視線から書かれた本である。現在の少年事件や少年法に関する考え方、なぜ少年犯罪が起こるのか、最近の少年事件は本当に凶悪化しているのか、といった疑問等に対して、切り口鋭く踏み込んでいる。家裁調査官や法務教官を目指す人にとっても切り離すことのできない課題でもあるので、一読する価値は十分にある。後に挙げている品川裕香さんの著書を読んでも感じたことだが、（心理職を目指す人にはいないかもしれないが）俗に言う「悪い子」だから少年事件を起こすのだと思っている人、思ったことがある人にとっては、目からうろこのことが書かれている。但し淡々と書かれているので、これを読んでも法務技官の仕事内容ややりがい等が見えてくることはないかもしれない。また本文が少し硬いため、理解しながら読み進めるのに少々骨が折れる。さらにハードカバーなのも気になる人はいるかもしれない。むしろ国Ⅰや家裁、法務教官に内定した後に読むと良いと思う。
△井上博道　著　　『裁かれる少年たち　少年審判と「改正」少年法』　　大月書房　　2001
　関連度　　国家Ⅰ種：◎　家裁調査官：◎　法務教官：○　地方上級・政令指定都市：▲
　2000年に成立した改正少年法を、家庭裁判所の立場から考えた本である。少年法とは何なのか、なぜ少年法は改正されたのか、家庭裁判所とはどんな所なのか、家庭裁判所と少年法との関わりはどのようなものか、などが書かれている。少年法は明らかに厳罰化に向かっているが、罰を重くしたところで少年事件が減るわけでないのではないか、ということは心理職を目指す人であれば一度は考えたことがあると思う。この本を読んでも家庭裁判所調査官の職務内容まではわからないかもしれないが、興味ある人はこの手の本を読み、志望動機につなげても良いと思う。
◎品川裕香　著　　『心からのごめんなさいへ　一人ひとりの個性に合わせた教育を導入した少年院の挑戦』　　中央法規　　2005
　関連度　　国家Ⅰ種：○　家裁調査官：△　法務教官：◎
　品川さん自身はノンフィクションライターだが、少年院の中での人間模様が非常にわかりやすく、また興味深く書かれている。法務教官を目指す人には間違いなくお勧めできる。矯正教育の中に、一人ひとりの個性に合わせた教育という概念を導入し、またLDやADHDの概念を取り入れたことで、従来の矯正教育に新たな風を吹き込んだ宇治少年院や、その中心となった向井義さんや小栗正幸さんなどの取り組みなどは、感動すら覚える。もちろん少年院での勤務は、なかなか順調に物事が進むわけではないだろうし、苦労することも多々あるのは確かだが、心理学を専攻した者にとって、どのように矯正教育に貢献できるか、そしてやりがいは何かが見えてくると思う。法務技官や家裁調査官を目指す人にももちろんのこと、心理職とは関係のない一般の人たちにとっても興味深く読んでもらえる本だと思う。
◎児童相談所を考える会　著　　『児童相談所で出会った子どもたち』
ミネルヴァ書房　　1998
　関連度　　家裁調査官：▲　地方上級・政令指定都市：◎

　児童相談所で働きたいと思っている人向きの本。児童相談所でアルバイトやボランティアをしたことがある人にとっては、何も目新しいことはないかもしれないが、行ったことも見たこともない人にとっては、児童相談所についての貴重な情報源になる。事実、私も千葉県の心理職を受験する際に大いに役に立ったし、児童相談所の見学をする際にも予習の好材料となった。心理判定員の立場からではなく、児童相談員（ケースワーカー）の立場から書かれた本だが、児童相談所での人間模様や、児童相談所が期待されていること、現在抱える課題などがよくわかる。20のケースに分かれて物語風に進むので、読みやすく親しみが持てる。さらに、最後に簡単に児童相談所の仕事内容や状況、課題、関連施設との関連などが書かれているのも嬉しい（但し、出版された年が少し古いことに注意）。面接時にこの本を呼んで関心が深まったとアピールしても良い。

○全国児童養護問題研究会　編　　『子ども虐待と援助　児童福祉施設・児童相談所のとりくみ』　　ミネルヴァ書房　　2002
　関連度　　地方上級・政令指定都市：◎

　児童相談所等で、児童虐待に対する援助をしたいと考えている人向けの本。児童相談所の事情に詳しい人であれば読む必要はないと思うが、あまり知らない人にとっては、児童相談所をはじめとした児童福祉施設が、児童虐待に対してどのように考え、またいかに悩んでいるかが良くわかる。この本を読んで特に感じたことは、子どもに対する援助はもちろん、親に対する援助が非常に難しいということである。ほとんどの親は、まず自分が虐待をしていることを認めようとしない。また、普通に考えて信じがたい虐待を受けていても、親から離れたくないと言う子どももいる。そのため、児童相談所の職員が考えていることと子どもの考えていること、親の考えていることがずれることが多く、一定の方向へ援助を進めることが難しい。自分が県（都）の職員として働く際に、どのように支援していくべきなのか、また今の福祉施設のあり方（連携の仕方も含める）に問題はないのかを考えるきっかけとなる本である。
○赤川学　著　　『子どもが減って何が悪いか！』　　ちくま新書　　2004
　関連度　　国家Ⅰ種：◎

　まずこの逆説的なタイトルに惹かれる。それだけなら何てことはないのだが、内容的に統計学を駆使して、今までの少子化対策にあまり効果がないことを明らかにしていっている点が興味をひかれる。統計学が「大」の苦手な人にとっては何が面白いのかよくわからないかもしれないが、ノンパラメトリック分析や分散分析、重回帰分析を大学でよく使っている人にとっては大変面白いと思う。政治家やマスコミがさも得意気に主張していることをバサバサと切っていくところは痛快である。もっとも、一般向けには面白いと思うが、心理職として、また面接対策として役に立つかと問われると、疑問は残る。ただ、厚生労働省で働きたいと思っている人は、このような視点を持って、上に人にビシビシと意見や疑問を投げかけ、本当に役立つ対策を練ってもらいたいと思う。
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